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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、副甲状腺タンパク質ファミリーの一員をコードしています。コードされているプレプロタンパク質は、タンパク質分解によって副甲状腺ホルモン/副甲状腺ホルモン関連ペプチド受容体に結合し、血中カルシウム濃度とリン濃度を調節するタンパク質を生成します。コードされているタンパク質の過剰産生は副甲状腺機能亢進症と呼ばれ、高カルシウム血症や腎結石を引き起こす可能性があります。一方、コードされているタンパク質のプロセシングに欠陥があると副甲状腺機能低下症を引き起こし、低カルシウム血症やしびれを引き起こす可能性があります。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2015年10月]
	研究分野
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	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	PTHマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PTH マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PTH マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による PTH マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。

